
  
サケ・マスに 関連する 

文献要約 集 

ギンザ ケ 稚魚、 の三次元摂食反応 域 

Dunbrack.  R Ⅰ． and  L.M  .  Dill.  1984.  Thr 鮮 dim  en ㎡ ona@  prey 

reactionfield  oftheluvenilecohosalmon  (Ortcor ゆ W ゎぴ肋 sufc め ・ Can. 

J ． Fish ， Aquat ， Sci ． 41:@ 1176-1182.   

魚類の餌生物の 選択性については ， これまで餌のサイズ や餌 までの距離な 

ど， ピに 見つけられやすさといった 観点から論じられてきた。 魚の索 餅は， 

水の動きや魚の 動きに伴 う 円筒状の水柱の 範囲内で行われることから。 餌に 

出会う機会は ，この有効索餅域の 断面積 (Scanning area) の大きさに比例 

する。 この断面 域 の 大 きさを実験的に 推定するため ， 大 きな水槽内で 定位す 

るギンザ ケ 稚魚の摂錯行動を 2 台のビデオ ヵノ ラで撮影し． 餌 生物に対する 

反応空間域を 三次元的に解析した。 その結果，反応距離は 水平視認面の ト ． 側 

と ，断面視認面の 前方 で 最大を示した。 河 Jll の流水中では ，ギンザ ケ 稚魚が 

比較的 底層 に定位するのに 対し，鯛生物は 表面に多く，下から ト に向かって 

の 摂餌 行動を超こすことが 多く， この実験結果と 一致する。 ギンザ ケ を用い 

たこの結果と 実験方法は，他のサケ 科 魚類の索餅反応域の 推定にも 何効 であ 

る 0   
ギンザ ケ 卵を河川内でふ 化させる 3 種の技法の比較試験 

Bams,  R.A.  1985.  Com  parison  of  three  instream  incubaUon  tech- 

niques  for  coho  salmon. North  Am  erican  Journal of  田 sheries  Manage-   

ment  5(2A): 159-172. 

自然界を利用しながらサケ 科 魚類を培養する 戦略の一環として ，サケ村角、 

類の卵を河床に 埋設してのふ 化方法は，増殖経費の 節減の他に，生物学的観 

点から，自然界への 適応や記銘の 面でも有利であ る。 この技術の開発に 向け， 

3 種類の河 Jl@ ふ化技法の比較試験を ，ギンザ ケ の受精卵を用いて 人工 河 Jll 
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で 行った。 ロ本の養魚油にまねて ，砂利底の上に 卵を盛ったスクリーンを 設 

置する方式 (A) , 砂利と卵を詰めた 大型の箱 を河床に埋め 込む方式 (B) , 

砂利と卵を小さな カゴ の中に詰めて 砂利 層 に埋め込む方式 (C) を比較した。 

A は タ ， E 亡 率が高く，しかも 出来上り稚魚のサイズ ，発育段階，卵黄の 転換効 

率，これらすべてが 他に比べて劣った。 C は最も効率的で ， B はこれらの中 

間であ った。 これらの結果をもとに ，より効率を 高めるための 技法について 

提言している。 ( 真山 紘 ) 

体内及び覚界の 磁場の改変 と サケ稚魚の定位 

Quinn, T.P. and C. Groot. 1983. Orjentation of chum  salmon 

(O ん cor ゎノれ 。 ㎞ s 擬古 め af ㎏ rinternal and eXternal magnetic field 田 ter- 

ation. C ㎝． J. 田 sh. Aquat. Sci. 40: 15%-1606. 

サケの河川 塑 L は，嗅覚により 支配されるが ，外洋での回遊には 他の要素 

の関与が知られ ，太陽の位置や 偏光パターンなど 天象との関連の 他に，地磁 

気が方位の決定に 関わることが 昔者の一人であ る Quinn により提唱されてい 

る 。 本報告ではこれまで 供 試されたことのなかったサケ 稚魚を用いて ，サケ 

属 魚類の方位選択性の 普遍性を明らかにすると 共に，方位選択に 関わる天象 

と磁界との相対的役割について 検討した，円形水槽に 収容された稚魚が 8 方 

向へ流下できる 装置を用いた 実験で，水槽にカバーをかけても ，方位選択性 

を狂わすことはできず ，また，稚魚の 鼻先にステンレス 製の Coded wire tag 

を 打ち込んだところ ，これらの磁化の 有無にかかわらず 降下方位には 影響を 

与えなかった。 しかし，水槽に 巻かれたコイルに 通電し，覚界の 磁界を 90 。 

変換することにより ，稚魚の移動方向が 影響を受けることが 知られた。 しか 

し，その変化の 度合や方向性を 明らかにするには 至らなかった。 ( 真山 紘 ) 

サケ 属 魚類における 海洋生存率の 密度従属に関する 試み 

Peterman. R.M  .  1980 ・ Testing  for  density-dependent  marine  survival 

in  Pac Ⅲ c  salmonid,  p.l -  12.  In  W.J.  McNeiland  and  D.C. 

℡ msworth  [eds. コ ， Salmonid  肋 osystems  of  the  North  Pacific. 

Oregon  State  Univ. Press, Corva Ⅲ s. 331p. 

サケ 属 魚類の密度従属現象を Morris と Varley & Gradwell の方法に 

より検討した 結果，次の 4 項目に分かれてそれぞれ 密度従属現象が 観察され 
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た 。 a) 同一年 級群 内における相互作用では 12 例中 7 例が M0rris 法により， 

また 1 例が VarIey & Gradwell 法により有意であ った。 b) 年級群 間の 

相互作用では Morris 法により 6 例中 4 例が密度従属現象を 示したが， Varley 

& Gradwe Ⅱ法では有意でなかった。 c) 同一河川あ るいは近隣 河 Jll での 

個体群間の相互作用では 19 例中 2 例に密度従属現象が 観察された。 また， カ 

ラフトマスの 陸海員とべ ニザケ Sm 刮 t の生存率にも 相関が見られた。 d) 

個体群 問 あ るいは 種 問の関連では 55 例中 7 例が Morris 法により， 5 例が 

Varley & Gradwell 法により有意であ った。 特に，アラスカ 系のべ ニザ 

ケと British C0lumbia 系のカラフトマスに 5 % レベルで相関がみられた 

他 ，北海道系サケの 回帰率と Ugash 山川系ベニ ザケ Sm 刮 t の生存率の間にも 

負の相関がみられた。 ( 帰山 雅秀 ) 

浮上直後におけるマス ノ スケ稚魚の流れ 応答と反発行動 

Taylor,  E.B.  and  P.A.  Larkin.  1986.  Current  response  and  ag ひ 

nistic  behavior  in  newly  emerged  fry  0f  chin0ok  salmon,  Onc0rh ノ nc ん s 

亡菊 。 ばノ fsc №， from 0cean and stream type p0pulation. Can. J. F 億 h. 

Aquat. Sci. 43: 565-573. 

Fraser Ⅱ l におけるマス / スケ の生活型には ，上流の S Ⅱ m Creek で産卵 

して陸海移動の 前に 1 年間河川生活をする 河川型と下流の Harris0n 川で産 

卵して浮上直後の 最初の春からその 年の初夏までに 陸海する海洋型の 2 型が 

あ る。 浮上直後における 両者の流れ応答と 反発行動を調べた 結果， Slim Creek 

産は HarrisonJl@ に比べて強い℡の 定流性を示したほか ， 鏡 刺激や種問お 

よび種内問テストに 対して極めて 攻撃的であ った。 また，本刑鰭も 前者の方 

が明白色であ った。 これらの事から ，攻撃行動，正の 上流性および 鰭の色の 

明るさはサケ 科 魚類の河川残留期間における 重要な構成要素であ ると考え も 

  ( 帰山花香 ) 

魚類の初期生活段階における 運動機能形態 

Webb, P.W.  and  D.  Weihs.  1986.  FunctionaI  locomotor  morphology 

0f  early  life  h ね tory  stages  of  fishes.  Trans.  Am.  Fish.  Soc.  l15: 

115-127. 

初期生活 期 における魚類の 運動機能に関する 形態が流体力学的観点から 比 
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駁 された。 初期生活期の 魚類の標準活性は 抗力が直線的に 流速に依存し 推力 

が抵抗力に著しく 寄与する 域と 慣性 力 が体表面付近の 境界層を除いて 卓越す 

る 域 との間の中間的な 流体力学的環境で 生じる ( レイノルズ数 ;20 く R く 200) 。 

仔 稚魚 (Larva) の全力疾走は 後者に属する。 発育に伴 う 魚類の形態の 変化 

はその遊泳活動との 関連が深い。 発育に伴う運動機能の 形態変化が 尾柄高ノ 

体高，全長 / 体高および推力 ノ 抵抗 値の 3 つの要因により 検討され，真菅魚 

類の活動型がマグロ (Cruiser) 型， マス (Accelerato の型， および フバ   

(Maneuverer)  型に分けられた。   
@= ， if-7 ， @@ ， @ ， t;y5A@ (S@@) 

"Sockeye ， 85"@ International@ Sockeye@ Salmon@ Symposium@ on@ Sockeye 

Population@ Biology@ and@ Future@ Management ， November@19-22 ， 1985 ， 

Nanaimo ， British@ Columbia ， Canada ， Department@ of@ Fisheries@ and 

Oceans ， Fisheries@ Research@ Branch ， Pacific@ Biological@ Station ， 

Nanaimo,B. C., Canada. 

198% お 11 月 19 日から 22 口にかけ，カナダの Nanaimo において「ベニ ザケ の 

集団生物学と 将来の資源管理」をテーマに べニザケ の国際シンポジウムが 開 

催されたが，わが 国から出席された 函館 水 試の長澤和也博士からその 要約集 

を入手した。 シンボジウムは「生活史戦略」，「生息場所と 発育段階」，そし 

て 「資源管理」の 3 セクションから 成っているが ， ここではセクションⅠか 

ら一部紹介する。 C.C. Wood & B.E. Riddfell は 北 ブリティッシュ   

コロンビアの Stlkine 川におけるべ ニザケ の生活史を紹介し ， その生活型を 

" 湖沼型 ", " 河 Jll 型 " と " 海洋型 " の 3 つに分け，前 2 者が 1 年以上淡水生 

活をするのに 対し，後者は 浮上後直ちに 陸海 し湖 と接続しない 同 Jl@ 多くみ 

られることを 報告している。 また，陸海サイズは 海洋型が 48mm-FL, l.09 

BW であ るのに対し， 河川型では 71 ㎜ -FL, 3.0g-BW であ った。 陸海サ 

イズについては J.P. Koen@s et al. も ス モルト 什 ． 産 技術の観点から 湖 

沼型では 60mm-FL, 2,0g-BW を挙げている。 已 Ⅱ・ Brannon は稚魚、 の 

浮上時期が春の 餌増殖時と相関が 見られる事から ， ベニザケ は適切な 浮 L 時 

期を選択するために 産卵時期を調整するように 適応分化したと 考え，水温が 

低い産卵 床 ではその個体群の 産卵時期が早く ， 逆に水温の高い 産卵床の個体 

群では産卵時期が 遅い傾向にあ ることを示した。 D.E. Rogers は Wo0d Jll 
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に 湖上したべ ニザケ の鱗を解析し 産卵回帰の年齢決定は 淡水生活 期 では環 

境要因 ( 生息密度，水温 ) が，海洋生活では 遺伝的要因 ( 両親の海洋年齢 ) 

が深く関連していることを 報告している。 Ⅱ様のことを M Ⅱ． Rradfnrn 

& R.M. PR+ferman も報告しているが ，彼らはさらにそのような 遺伝的 

関係が見られない 実験 側 も示」，遺伝的変異の 重要性を指摘している。 また， 

M.R. dross が Game theory と Bet-hedgine model から進化的に 安定な戦 

略 (ESS) と "Opt@a ド 戦略を生活史の 進化にあ てはめて大胆な 推理を 

行っており， M.C. Healey も雌の成熟年齢とサイズをゲーム 説 モデルか 

ら生活史の最適化モデルにより 検討し ， 雌の大型化に 伴う 卵 サイズの大型化 

は小型の雌より 大型の雌の方が 個々の配偶子により 多く投資できることから 

卵の生存率という 点で 竜要 であ ることを指摘している。   
背鰭鰭条を R  いたマス /  スケ の年齢査定法とその 精度について 

Chilton,  D.E.  and  H.T.  B Ⅱ ton.  1986.  Nevy  method  f0r  ageing 

chinook  salmon  (O ん co 崩ノん c ん us  ts ん 0 ルノ csc ん 0)  using  dorsal 伍 n  rays, and 

evidence ofits validity. Can. J. Flsh. Aquat. Sci. 43: 1588-1594. 

鱗に代わる年齢査定万法として 背鰭鰭条の断面に 現れる縞模様を 用いたマ 

ス ノスケ の年齢査定を 試み，その精度について 検討した。 その結果， 隣 単独 

と鱗 ・背鰭鰭条併用の 2Z 通りの万法で 査定した年齢の 比較では，淡水年齢に 

ついては差が 認められなかったものの ，海洋年齢については 隣単独の万が 併 

用法に比べて 若齢になる傾向が 認められた。 また，標識缶を 使っで淡水年齢 

を査定したところ ，併用法で 90% 以ヒの局い 精度が得られた。 これらのこと 

から，マス / スケ の年齢査定を @J.3 場合には，隣単独に 比べ 鱗 ・背鰭鰭条併 

用のほうが優れていると 判断された。   
光 周期調節により 成熟が促進された 親 色から生産されたマス / スケ 

0 。 稚魚の ス モルト化と洋海回遊について 

Zaugg,  W.S.,  J.E.  Bodle,  J.E.  Manning  and  8.  W0ld.  1986. 

Sm  olt transforation  and  seaward  m 培 rati0n  in  0-age  progeny  of  adult 

Spring  chinook  sa@on  ( の lcor ゎノ nc ん %  fs 仇朋メ sc 肋 )  matured  early  with 

photopeniod  control. Can. J. 円 sh. Aquat. Sci. 43: 885-888. 

催熟 のため畜養されたマス /  スケ 親 魚を人 L 的な光周期のもとで ，徐々に 

  



照明時間を矩くして 管理すると， 自然光での管理に 比べて 1 ケ 月程早く採卵 

が可能になった。 これらの卵から 発生した稚魚は ， ふ化時の比較ではやや /J 、 

型であ るが，飼育期間を 長くすることができるため 逆に人型になり ，鰭のつ 

ま 黒 化や海水適応力と 関係する鰹の Na"-K" ATPase の活性の上昇が 示 

され，通常の 方法で親魚から 得られた稚魚に 比べてほぼ 1 年早く ， 0" で ス 

モルト化することが 認められた。 また，陸海行動も 順調に ボ された。 この万 

法では畜養中の 親魚の 弊比 率を低くすることができるほか ，大型の稚魚を 0, 

でス モルト化させることができるのでマス / スケ の資源増大をはかる 上で非 

常に有効と見られるが ，最終的にはこれらの 放流魚の回帰を 待たなければな 

    
日本のサクラマスにおける 遺伝的変異と 集団構造 

Okazaki, T. 1986. Geneticvariation  and  p0pulation  structurein  masu 

salmon  の lc0% Ⅵ c ん %  佛 0sou  of  Ⅰ apan.  Bu Ⅱ． Ⅰ ap.  Soc.  Sci.  円 sh   

52:  1365-1376. 

                                          と本州東部の 8 河川におけるサクラマス 集 Ⅲ ほ ついて遺伝的 

変異を検討したところ ， 34 遺伝子座中 17 座に遺伝的冬型が 認められた。 サク 

ラマスはサケ 属 中最も原始的であ り， ニジマス属に 近い種と考えられている 

が，平均ヘテロ 接合体率は 5.2% であ り，サケ属の 値に類似していた。 各集 

団間の遺伝的距離 (Nei, 1978) の平均は 0 ， 0028 と高く ( 北海道産サケでは 

0 ． 0006), 地理的に近接した 集団間にも遺伝的組成には 大きな違いが 認めら 

れ，サクラマスの 各河 Jll 分 集団はサケ 属 魚種のなかでも 高い遺伝的独立性を 

もつものと考えられた。 遺伝的組成に 明確な地理的勾配は 認められなかった 

が，遺伝的近似性から ，検討した 河 Ⅲ 分 集団は知床半島を 境として，根室海 

峡・ナザ洋に 面する地域と ， オホーツク海・Ⅱ氷海に 面する地域の 2 つの グ 

ループに人別された。 同一河川における 遺伝的組成は 経年的にも一定であ っ 

たことから，電気泳動 法 によって，海洋で 漁獲されるサクラマスの 集団構造 

を分析することも 可能であ ろ。   
プリテイッシュ・コロンビア 南部における 

サケ の生化学的な 遺伝集団の識別 

Beacham  ,  T.D.,  R.E.  Withler,  and  A.P                                             
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icalgeneticstock  identificatjon  ofchum  salmon  ( の ncorhync № s 牡 t0) in 

southern  British  Columb 辻 Can.  J.  Fish.  Aquat.  Sci.  42:  437- 

%8. 

カナダ西岸とバンクーバー 島にはさまれた Jonstone をはじめとする 海峡 

は産卵回帰するサケ 親 魚の重要な通過路であ るが，そこで 行われている サケ 

漁業によって ， フレーザー 川系 サケなどに対して 過剰な間引きを 行う可能性 

があ ることから，季節的に 集団構造を把握し 漁業規制を行う 必要があ る。 そ 

こで，ブリティッシュ・コロンビア 州 南部の 33 サケ 分 集団における 遺伝的変 

異を電気泳動 法 によって調べ ， さらに Jonstone 海峡で漁獲された サケ の集 

団構造を推定した。 遺伝的冬型を 示す 7 遺伝子座を用いて 分析を行ったとこ 

ろ ，名分集団間の 遺伝的距離は 0 ． 0000-0.0118 であ り， フレーザー 川 ， Bute 

and Toba InIets, バンクーバー 島 ，および南部 Mainland の 4 地区の サケ 

は各々異なった 遺伝的組成を 持つことがわかった。 9 分集団については 2 年 

間分析したが ，遺伝組成に 経年変化は認められなかった。 Jonstnnf 海峡で 

漁獲された サケ の遺伝的組成を 毎週調べたところ ， 0-19% がワシントン 州， 

13-45% がフレーザー 川 起源の サケと 推定され，フレーザー 川での湖上状況 

と 一致した 0 ( 浦和炭塵 ) 

ニジマス稚魚の 呼吸機能に及ぼす 細菌性 鋸病 の 影善 

Wakabayashi, H. and l. Iwado. 1985. Effects of a bacterial g Ⅲ dis- 

ease  on  the  respiratory  functions  ofjuvenile  rainbow  trout, p.153-160. 

In  A.E.  Ellls  「 ed. l, Fish  and  Shellfish  Pathology.  Academic 

Press, London. 41 め ． 

飼育環境が細菌性 鰹病 魚の死亡に重要な 役割を果たすと 考えられることか 

ら，ニジマス 稚魚に 鰹 病菌 Flzavobacterium  sp. を実験感染させ 稚魚の呼吸 

機能に与える 影響について 検討した。 まず，飼育水の 溶存酸素量と 感染魚の 

死亡率を知るため ，溶存酸素を 100%. 90%, 80%, 70% および 60% に設定 

した連続水槽にニジマスを 20 尾ずつ収容し ， 鯉 病菌を感染させたところ ， 2 

週間の累積死亡率はそれぞれ 28%, 70%, 73%, 88%, 100% となり， 低 酸 

素 区 ほど死亡率が 高くなった。 鯉での 鯉 病菌数は 5 日後に最も多くなった。 

低 酸素に対する 耐性を知るため ，稚魚 10 尾 ずつを密封容器に 収容し横転時の 

溶存酸素を調べたところ ，全数 急 が横転するのは 対照 魚で 1.2 一 1.6ppm, 感 



染 2 日後の魚で 2.1 一 2.7ppm, 5 日後の魚で 2.8 一 3.lppm の範囲であ り，感 

染によって稚魚の 低酸素に対する 耐性が低下した。 ニジマス稚魚の 酸素消費 

量は対照 魚で 251 一 289ml7kg/hr なのに対し，感染して 2 口後 183 一 229 

mI/kg/hr, 5 日後 155 一 167ml/kg/hr と低下した。 以上のことから ， 

Fz0uob0cterium 感染は鯉の呼吸機能を 低下させ， 低 酸素状態では 窒息によっ 

て 死亡し易くなることが 実験的に証明された。 (m 浦和 茂彦 ) 

サケ 科 魚類稚魚の環境性 籠 病の病因病理学 

Kl0ntz,  G.W.,  B.C.  Stewart  and  D.W.  Eib.  1985.  On  the 

etiology  and  pathophysiology  of  environmental g Ⅲ disease  in  luvenile 

salm  0nids,  p.199-210 ， In  A.E.  E Ⅲ s  [ed. コ ， 円 sh  and  Shellfish  Path- 

ology.  AcademicPress, London. 412p. 

環境性 鯉病 (EGD) は集約的に飼育された 稚魚に発生しやすい。 その病 

因は複雑であ り，直接的には 遊離アンモニアの 蓄積，水中浮遊 初 による鯉へ 

の刺激，間接的には 個体密度， 低 酸素，水温変化や pH が関与すると 考えら 

れている。 本 報ではニジマス 稚魚を用いて EGD と遊離アンモニア ，飼育密 

度の関係について 検討した。 遊離アンモニア 濃度 0 ． 0 ， 0 ． 01, 0.03, 0 ． 05 

mg/l;ter の区を設定して 実験を行ったところ ， 12 週後 0 ・ 03mg ハ iter 成   l@ 

の区で成長の 低下が認められた。 さらに， 0 ． 03mg/liter 以上の濃度で 常に 

飼育した区及び 0.05mg/liter で断続的に飼育した 区では 2 週後より 鯉 薄板 

の肥厚・ 鯉 薄板上皮と毛細血管間の 分離 (ECS) が認められた。 ニジマス 鰹 

弁の病変の割合は ， 8 一 12 週後， 0 ・ 03mg/liter 連続 区で 40%, 0.05mg/ Ⅲ er 

連続 区で 70%, 0.05mg/liter 断続 区で 30% であ るが，対照 魚に 病変は認めら 

れなかった。 飼育密度を変えて 比較したところ (1.26, 2.52, 5.04, 7.88kg/ 

kg/ cdbody length), 高密度 区 では体重の増加が 有意に低く，鯉に 著しい 

ECS がみられ，血清 中 Na 。 濃度の低下，血液と 鰹のアンモニア 濃度の増加 

が 認められる場合もあ った。 (m 浦和 茂彦 ) 
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